
「生涯活躍のまち」
～八幡平市版CCRCの実現に向けて～

そもそも　C　C　R　C　とは？
Continuing Care Retirement Community= = = =

継続的な
（医療・介護などの）

ケア付きの
（定年退職した）

高齢者 共同体

　全国的に少子高齢化が進み、人口減少が危ぶまれ、地域活力の維持をいかにしていくかが課題となる昨今。
対策方法として首都圏などから地方へ移住定住の促進が挙げられており、高齢者が健康なうちに移り住んで、
健やかで活動的な生活を送れることを目的としたまちづくりへの取り組みがあります。
　　ＣＣＲＣ（継続的なケア付きの高齢者共同体）という概念の下、いくつになっても生きがいを持って暮らせ
る活力ある「生涯活躍のまち」として、本市もその在り方と方法を模索しつつ、実現に向けて動き始めています。
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出典）内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局『「生涯活躍のまち」構想に関する手引き』

　CCRCとは、元々米国生まれの概念で、仕事をリタイアした人が健康なうちに移住し、生涯学習
や社会活動などで第２の人生を楽しみ、介護が必要な状態になったらそこで一生涯継続的なケアが受
けられる高齢者居住コミュニティのことを指します。日本国内では、シニアの生きがい創出、地方の
高齢化や人口減少を解消する切り札として「生涯活躍のまち」という名称で政府の地方創生の主要施策
になっており、すでに実現へと取り組んでいる自治体や企業があります。

　「生涯活躍のまち」構想は、東京圏をはじめとする地域の高齢者が希望に応じ地方に移り住み、多世
代と交流しながら健康でアクティブな生活を送り、必要に応じて医療・介護を受けることができるよ
うな地域づくりを目指すものとされています。市内では、それを具現化する場所として「オークフィー
ルド八幡平」（サービス付き高齢者向け住宅）が２７年１２月から運営を開始させています。入居者は、今年
２月末時点で７人。東京圏や盛岡、市内からの入居者もいます。

　CCRCの取り組みは、地域の特性を生かして、生きがいのある生活を送ることができるまちづく
りを目指すものです。市では、住民や移住者が下図のような様々な関わりの中で、いくつになっても
生きがいを持って暮らせるまちづくりを進めていきます。

オークフィールド八幡平
フィールドマネジャー

最上 雄吾さん

オークフィールド八幡平の全景
建物左側がレストラン棟「オークテラス」。右側が全32戸を有する住居棟
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オークカフェで提供するお菓
子作りを行う入居者の皆さん
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